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がんの早期発見と治療の新展開：
がんと共存する社会の実現に向けて
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概要

世界に類を見ないスピードで我が国は高齢化社会へと突入しました。これ
に加えて、いま２人にひとりが「がん」に罹患する時代を迎えています。こ
うした状況のもとで、増え続ける莫大な国民医療費は２０２５年には５６兆
円を超えるとの予想がなされて以来、これに対応するための様々な取り組み
が国や民間レベルで行われています。しかし人間の寿命が１００歳をも目指
す時代がすぐ目の前に来た現在、健康寿命を延ばすスマートライフケアの需
要は益々増えることになります。「未病」という言葉が流行しているものの、
健康なのか病（やまい）の一歩手前の未病なのかを正確に判定する指標とな
る新たなバイオマーカーが必要です。本講演では、血液１滴で早期のがんを
発見する夢の診断方法の研究の最前線をご紹介するとともに、がんと共存す
るための最新のがん治療研究を紹介します。
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